
NPO法人 奥矢作森林塾の活動紹介 

 

「古民家リフォーム塾」 
移住定住者と地域住民との協働 
～みんなでやろまいか！古民家再生～ 

 

 

 理事長  大島 光利 

 

写真：矢作ダム 
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ＮＰＯ法人 

  奥矢作森林塾の位置 

研修基地 

奥矢作レクリェーションセンター 

岐阜県恵那市の最南端 

愛知県豊田市との県境 

恵那市 

岐阜県恵那市串原 

 人 口   ８３２人 

 高齢化率 ４１．４％ 



奥矢作森林塾の沿革 

平成１８年 ４月 ＮＰＯ奥矢作森林塾設立 

平成１８年 ９月 ＮＰＯ法人奥矢作森林塾に組織変更 

平成１８年１１月 「炭焼きの里」完成 「森林窯」・「湖畔窯」・「やはぎ窯」完成 

平成１９年 ４月 「奥矢作レクリェーションセンター」管理業務委託 

平成２０年 ３月 上矢作空き家活用推進地域協議会設立 

平成２０年１２月 「農山漁村地域力発掘支援モデル事業」空き家調査実施 

           「環境の保全を図る活動事業」中馬街道・中山道整備 

           「流木炭を利用した河川環境整備事業」５年間水質保全・ホタルの里づくり・河川環境教育実施 

平成２１年 ６月 「農山漁村地域力発掘支援モデル事業」結の炭家完成 

平成２２年 ４月 「創手味亭」管理業務委託 

           「空き家再生・移住交流事業」空き家１棟リフォーム 

平成２２年１０月 「恵那市ふるさと活性化協力隊事業」３年間２名採用 

平成２３年 ３月 奥矢作移住定住促進協議会設立 

平成２３年 ６月 「食と地域の交流促進対策事業」空き家１棟リフォーム 

平成２４年 ５月 「食と地域の交流促進対策事業」新築１棟・リフォーム２棟 

平成２５年 ４月 「串原郷土館」管理業務委託 

平成２５年 ５月 「移住定住促進串原駐在所改修事業」 

平成２５年 ９月 「都市農村共生・対流総合対策交付金」(集落連携推進対策・人材活用対策事業) 

平成２５年 ９月 「ぎふの田舎の魅力アップ支援事業」 

平成２６年 ６月 ｢都市農村共生・対流総合対策交付金｣(集落連携推進対策・人材活用対策事業)実施中 

平成２６年 ６月 ｢森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業｣実施中           



平成26年度の事業 
2014.7.2 

 

 NPO 法人 奥矢作森林塾 事業内容  

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  △自主事業 

                      ・里山ぼらんてぃあ（毎月第 2 日曜日） 

                   ・里山体験イベント（2 ヶ月に 1 回程度） 

                   ・古民家リフォーム塾（年間 10 回講座） 

                   

                                                                                                

  ☆森林・山村多面的機能発揮対策 

   《串原・里山づくりの会》 

  

・山仕事のﾉｳﾊｳや楽しさを体得しながら 

集落周辺の里山づくりに参画いただく 

・森林所有者や地域の方々にも里山づくり 

の重要性を認識してもらう 
 

 

☆国交省（ﾀﾞﾑ）炭焼き事業 

 

ダムに溜まった流木を 

大型窯で炭化して床下調湿材 

土壌改良材 

水質保全に利用 

→ホタルの里 
 

 

 

☆農水省 

都市農村共生・対流 

総合対策交付金 

《奥矢作移住定住 

促進協議会》 

 

①郷土館の整備 

②体験ﾂｱｰの企画 

運営・情報発信 

③就農支援 

④特産品の開発 

⑤人材育成 

☆恵那市指定管理施設 

串原郷土館 

・資料館 

現在ﾘﾌｫｰﾑ中 

・交流拠点と 

して整備する 

体験道場 

創手味亭 

 

・そば打ち 

・豆腐作り 

・料理教室 

など 

大野公園 

 

年 3 回の 

草刈り 

春ﾌｪｽﾀの 

会場 
 

奥矢作 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
 

・宿泊対応 

・施設全体の管理 

・提出書類管理 

・森林塾事務局 

・ﾀﾞﾑ湖利用管理 

・森林ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

の会場 

△自主管理施設 

田舎暮らし体験館 

結の炭家 

 

・宿泊施設 

・ﾘﾌｫｰﾑ塾など各種 

ｲﾍﾞﾝﾄの宿泊場所 

 

 

「串原・里山づくり 

の会」の活動拠点 

待機住宅 

旧駐在所 

(所有物件) 

ﾘﾌｫｰﾑ中の 

移住者の為 

の待機住宅 

として利用 

通称 

お屋敷 

 

預り物件 

陶芸家の 

安達さんに 

貸している 

☆森林整備地域活動支援交付金 

地域山林を集約し、森林経営計画書を 

策定する 

☆森林施業管理 

森林経営計画書に基づく森林施業を 

管理する 

平成27年度事業 



森林整備講習会 

     チェンソー講習会 

 「構造・整備・安全な使い方研修」 



間伐実習 

「山林健康診断・間伐研修・玉切り研修」 



公園整備 

「樹木整備・間伐材利用の 

ベンチ・テーブル製作設置」 



炭焼きの里 ｢森林窯・湖畔窯・やはぎ窯｣ 

「日本一の森林窯 

流木・間伐材 

一度に60㎥炭化」 

「昔ながらの湖畔窯 

３㎥炭化」 

「研修窯のやはぎ窯 

ステンレス製200Ｌ」 



炭焼き体験 

「小学生・中学生の体験学習」 

「高校生・大学生の研究」 



流木炭を活用した水質保全活動 

「流木炭利用の水質浄化」 

「小学生が養殖したホタルの幼虫 

餌となるカワニナの放流」 

「ホタル祭り」 

流木炭を活用した水質保全活動 



奥矢作湖 

カヌー教室 

出るか国体選手 

カヌー教室 



空き家の改修講座 

地元大工さんに学ぶ 

移住定住促進  ～交流から移住定住へつなぐ～ 

 空き家 ＝ 地域の資源 

古民家リフォーム塾  

開催 

田舎暮らし体験館 

完成 「結の炭家」 

 空き家の調査 



第一弾 平成21年度「古民家リフォーム塾」 

 築１５０年以上の古民家を再生「田舎暮らし体験館・結の炭家」と名付け、宿泊 

 交流拠点として利用している。 

第二弾 平成22年度「古民家リフォーム塾」 

 移住者宅をお借りして、リフォーム塾及び山水の引き方、野菜の育て方、石窯 

 の作り方等の研修を行う。 

第三弾 平成23年度「古民家リフォーム塾」 

 串原最初の庄屋さん「通称おやしき」を借り、リフォーム塾を行う。 

 また、移住者宅の屋根のリフォーム技術の研修を行う。 

第四弾 平成24年度「古民家リフォーム塾」 

 「通称おやしき」で壁塗り技術研修を行う。 

 移住者宅２棟でリフォーム技術の研修を行う。 

第五弾 平成25年度「古民家リフォーム塾」 

 旧串原駐在所を市から借用、リフォーム塾を行い、移住希望者のためのリフォー 

 ム中の待機施設として利用。他に岸田家、山口家リフォーム。 

第六弾 平成26年度｢古民家リフォーム塾｣ 

 恵那市串原郷土館の再生・古民家カフェとしての交流拠点つくり。 

 

古民家リフォーム塾について 



「解体研修」 

「囲炉裏基礎ブロック積研修」 

「道具の使い方・道具づくり研修」 



「大引及び根太の取付」 

｢解体作業｣ 
「囲炉裏完成」 

｢築２００年の古民家｣ 

通称おやしき 



「壁上塗り研修」 「壁下塗り研修」 

「障子貼り」 



 

待機移住施設 



移住者との交流会 リフォーム塾生のみなさん 

・移住者が暮らす予定の古民家がリフォーム技術の実施研修の場となる。 

・講師は地元の大工など。 

・リフォーム塾は塾生と地域住民の交流の場となる。 

・塾生の中から３９人（１１世帯）が移住。 

・中には移住後、地域活動に積極的に参加し、地域の助けになる人も。 



 都市農村交流の取り組み（全体） 

里山体験イベント 

里山ぼらんてぃあ 

･･･月に１回程度開催 

･･･毎月第２日曜日開催 

リフォーム塾の開催 ･･･全１０回講座開催 

･･･不定期的に開催 

機関誌｢山結人｣の発行 ･･･年間３～4回発行 

都市農村老若男女交流 



里山体験イベント  

｢山菜採り｣ ｢石窯づくり｣ 

｢どんど焼き｣ 

｢五平餅づくり｣ 



｢中山太鼓体験 

     ～舞い打つ～」 

里山体験イベント｢中山太鼓体験｣ 



「かまどでヘボ飯炊こまいか」 

ヘボ「学名＝クロスズメバチ」 

里山体験イベント｢ヘボめし作り｣ 



「藁ぞうり、編もまいか、履こまいか」 

里山体験イベント｢藁ぞうり作り｣ 



里山保全 

里山ぼらんてぃあ （毎月第２日曜日） 

古民家の整備 

U字溝設置 

石垣の補修 

桜の苗植え 

草刈り応援 



独身男女ふれあい交流 「縁会‐えんかい‐」 

「薪割り体験」 

「一日ゆっくり五平餅作りで婚活」 



移住者 新築  

「平成２４年３月完成移住者による新築」 

「上棟式の餅投げ・菓子投げ」 



今後の課題 

都市農村交流活動のＰＲ 

地域と都市の架け橋になる 

若者の自立支援 

都市部の方々に活動を広め、より多くの人に地域に足を運ん
でもらい、地域の良さを体験していただく。 

地域と都市を結ぶ架け橋の役割がある。地域の人に活動を
より理解してもらい、受け入れ体制を強化していく。 

地域の資源、食材を活かした商品開発に取り組む。そして若
者が自立して、この地で暮らしていけるよう支援する。 



ＮＰＯ法人 奥矢作森林塾のスタッフ 

ご清聴有難う御座いました 


